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本日のプログラム

次週例会 「新入会員対象者をお招きして」（会員増強･選考･職業分類委員会／親睦活動委員会）

母子の健康月間
「地区研修協議会に参加して」（次年度理事会）

■ロータリーソング：我らの生業　　　■ソングリーダー：荒井　　剛君
■会員数　  98 名
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　こんにちは。先日
の『地区協議会』に
ご出席の皆さん、あ
りがとうございまし
た。行かれた方はご
苦労様でございまし
た。内容に関しては、
今日そのプログラムですので、メンバーから楽しい話
を聞けると思っております。
　私は、その紋別で、２次会会場のスナック「ほるす
たいん」を出てから、この雛壇のメンバーともうひと
りとラーメン屋へ行きましたら、なんと北クラブの主
要メンバーがいて、そこで米中衝突で和やかにして、
気がついたらラーメン代をすべて向こうが持ってくれ
て、大変な借りを作ってきました。
　私の任期中にこの雛壇でスピーチをすることも、私
が原稿を作って読み上げるのは、今日が最後かなと
思っていますので、少し時間をお借りしたいと思いま
す。
　今日は、固い話ですけれど、防衛の問題です。この
『2020 年、日本から米軍はいなくなる』というタイ
トル 9年前の本です。なぜ９年前のものを持ってき
ているかというと、中身が非常に当たってきています。
アメリカ国内でシエールガスという油が取れるように
なりました。アメリカが世界最大の産油国になったと

いうことは、外へ出かけて、中東・アフガンなどで戦
争を行う必要がなくなってしまいました。ということ
で、アメリカもリッチな国ですから、外へ出かけて面
倒なことをするよりも孤立主義、いわゆるモンロー主
義をとおしています。これは 100 年ぐらいモンロー
主義を行ってきましたが、パールハーバーでそれをぶ
ち破りました。そのような歴史があります。
　2013 年９月に、オバマ大統領が「もう、アメリカ
は世界の警察官ではないよ」と宣言をしています。
2018 年のトランプ大統領は、「自国の安全のための
米軍利用はやめろ。アメリカ・ファースト」と高々に
謳っています。「日本が血を流してアメリカを守らな
い以上、アメリカが血を流して日本を守る理由はない」
「アメリカはもう兵士の血を流して闘う理由はない」
ということで 2020 年から 2026 年に、中東から撤退。
沖縄から撤退、韓国から撤退、海兵隊撤退、というこ
とを方針に出しています。
アメリカの過去の戦争の費用を調べてみました。いつ
スタートか分かりませんが、900 兆円を使っている
のです。軍事費も中国と日本と他の国を足して 4,500
億ドルです。アメリカだけで、6,099 億ドルという膨
大な費用を使っている国です。
アメリカの戦術としては、アウトレンジということで、
何せミサイルが速いから少しゆとりを持って待避場所
を設けていないとダメということで、なるべく中国な
どから遠ざける戦略になってきています。ということ

会長の時間



 

■ 本日のプログラム ■
地区研修協議会に参加して

で、米軍が日本から徐々に引き上げていく方針です。
最近、あったことは、沖縄の基地のアメリカ海兵隊が
来年グアムに移転します。オーストラリアに撤退しま
す。ここでちょっと振るっていることが、3,721 億円
という移転費を日本が負担するという形で、少し理屈
に合わないところがあります。岩国基地の海兵隊が
フィリピンへ向かう。佐世保基地もフィリピンへ行く
ということで、大事なことは横須賀にある空母とイー
ジス艦は奇襲攻撃を受けた時に第二のパールハーバー
を防ぐという意味で、これもなるべく急激にはしない
でしょうけれども、手を引いていく。
問題は三沢基地という空軍基地です。ここは米軍の諜
報活動で目と耳と言われております。巨大アンテナが
あり、これは原潜など等と連絡をする『象の檻（ぞう
のおり）』という通信基地があって、これも技術革新
が進めばいらなくなります。ここはロシア空軍の飛行
ルートで、よく北の方から北方領土付近に来るけれど
も、ここまで来てＵターンして行きますので非常に大
事な所です。ただ、マッハ 10の新兵器が来た場合は
やられてしまうので、これも、ということで、９年前
の本でチェックしていますと、当たってきています。
ということで、自分が危機感を持っても仕方ないです
けれども、何かジワジワっと来ている気がいたします。
　私は、わりと軍事物が好きですけれど、関係資料か
ら防衛物のファイルを出してみました。40近くあり
ます。もちろん読むわけにはいかないので、タイトル
だけ見ていたら切迫感があります。「ウクライナの次
は台湾だ」と。「台湾有事のＸデー」、そうすると面白
いことは、「世界で大戦があった場合には、『日本とヨー
ロッパが米軍を奪い合う日』ということで、兵隊の取
り合いになる」と書いてあります。
中国軍、台湾は１日で陥落する。これは、全部ネット
から取ったタイトルですから。それから、問題になる
ことは、「ロシアは戦争の相手をウクライナに置き換
えた。その前まで、プーチンは北海道侵攻を予定して
いた」。これはプーチンの秘書のメモに書かれていま
すので事実のようです。ということで、たまたま、わ
れわれがここにいるのも非常に緊迫してきている時期
なので、リアル感を持ってジワジワっと来ているよう
な気がします。
　最後に、ロシア軍が侵攻したら、音威子府村、第二
師団全滅。この前に行った紋別からそれほど遠くない
所も危ないよ、と。本に書かれていることは割りと当
たってくるし、先を読んでいます。
だからどうする、という開き直りもありますけれども、
少なくても米軍一辺倒で依頼をしていることは、やる
気がなければアメリカは相手にしないということで、
何か目覚めるべきかな、ということでこの話題を提供
いたしました。
まさに国防というか、防衛というか、その戦場にある

ということで、少しのんびりさが冷めるような話で申
し訳ございません。
原稿を書いての深いスピーチは、今日が最後なので一
応ご披露しました。
　どうもありがとうございました。

佐藤　貴之次年度幹事
　皆さまこんにち
は。本日は『地区研
修協議会に参加し
て』ということで、
後藤年度にとってこ
の例会がデビューと
なります。これから
１年と数カ月ありますが皆さま、どうぞよろしくお願
いいたします。
　本日は、４月 15日、16日の２日間、紋別にて開
催されました地区研修協議会の報告をさせていただき
ます。地区協議会の方は、今回 30名というたくさん
の方に出席していただきました。本当にありがとうご
ざいます。本日は、その中から後藤公貴会長エレクト、
吉田潤司パストガバナー、八幡好洋君、次年度副幹事・
藤井君、最後に私からご報告させていただきます。
それでは、後藤公貴会長エレクト、よろしくお願いい
たします。

後藤　公貴会長エレクト
　皆さんこんにち
は。次年度会長を務
めることになりまし
た後藤公貴です。ぜ
ひ１年間、よろしく
お願い申し上げま
す。

いま佐藤次年度幹事からありましたとおり、４月 15
日 16日の両日、オホーツク紋別の地で滝越会長、そ
して小船井・吉田両パストガバナーをはじめとして
30名の釧路ロータリークラブのメンバーの皆さまに
遙々紋別の地までお越しいただきまして、楽しく２日
間を過ごさせていただいたこと、本当に心から感謝申
し上げたいと思います。ありがとうございました。
　後ほどスピーチされる方は、おそらく「くしろナイ
ト」や、道中の様子、車内でのエピソードトークなど
面白話がたくさん聞けると思いますので、私からは
16日に開催されました 3つのファンクション、『基
調講演』『本会議』『分科会』について少しお時間を頂
戴してお話をさせていただこうと思っております。



 

　皆さまにはご存じかと思いますけれども、次年度Ｒ
Ｉ会長ゴードンＲ. マッキナリー会長のテーマが「世
界に希望を生み出そう」となっております。そして、
第 2500 地区・鶴見誠一郎ガバナーが掲げる地区ス
ローガンが「今こそ変わる勇気を さあ一歩前へ」と
決定しております。それを踏まえて、最初のファンク
ションの基調講演のテーマが「希望を生み出す元気な
クラブをめざして」ということで、第 2620 地区
2012-2013 年度のガバナーを務められた甲府ロータ
リークラブ所属の高野孫左ヱ門さんのご講演がありま
した。この方は大変な名家の出身ということで、ご参
加された方はお話を聞かれたかと思いますけれども、
戦国時代の美談で上杉謙信が武田信玄に「敵に塩を送
る」という美しい話がありますけれども、その際、武
田信玄側の使者として越後から信州松本まで塩を運ん
だ塩屋孫左衛門のご子孫であり、現在、この方が襲名
されて第 18代目の孫左衛門であります。お爺様が国
会議員、お父様がガバナーを務められていて、ずっと
名家・名士でとして来られている方です。現在は灯油
販売や車両販売などの総合商社の会社になっているよ
うです。もしご興味がある方は、ぜひお調べになって
ください。
　講演の内容です。ご自身がロータリーになぜ入会を
したのか。そして、自分の経験を踏まえた中で、会員
の勧誘はこのようにした方が良いのではないかという
あり方。そして、その会員が入会をした後のフォロー
アップの仕方、それと退会の防止。それをすべて踏ま
えて楽しく居心地のよいクラブとはどのようなクラブ
か、それをどのように作っていくのか、をご自身の知
見と豊富なご経験から話されました。
非常に若々しく、語りかけるように分かりやすく話さ
れる方という印象がありました。反面、眠くなった方
も多いのではないかと思います。私もそのひとりでし
たが大丈夫です。グッスリということはなく、しっか
り聞かせていただきました。詳しくは、この事業の報
告書がこれから発行されますので、ぜひ会員拡大やク
ラブ運営に携わる方には、ぜひご覧になって参考にさ
れてはいかがでしょうか。
この講話が１時間ほどあって、休憩の後に本会議とな
りました。セレモニー等々が続き、ガバナーのバッジ
交換や地区役員の紹介などがありました。私が一番楽
しみにしていたことは、鶴見誠一郎ガバナーの所信表
明というか、お考えを間近で聞けるのをとても楽しみ
にしておりました。というのも、鶴見ガバナーが就任
時には49歳です。皆さんもあまり40歳代のガバナー
を知らないのではと思います。僕の中では最年少だと
思いますが、また後で調べてみたいと思いますけれど
も。小船井パストガバナーがガバナーに就任された時
は 53歳だったそうです。清水先生もそのくらいでは
ないかと思いますが、それよりも４歳も５歳も若いと

あって、皆さまにどのように発信をしていくのかが楽
しみでした。
非常に緊張されたご様子でしたけれども、はしはしに
決意・気概といいますか、やり抜くという情熱を感じ
ましたし、彼の大きなメッセージとして「クラブに寄
り添う地区でありたい」という思いが大変強いようで
す。
これは一方通行ではどうにもならないと思うので、私
も世代が近いこともありますし、話も世代も合うと思
いますので、意見交換をさせていただいてお互いに刺
激をし合って、良いクラブ・良い地区を作り上げる仕
組み作りに少しでもお力になれればと思った次第であ
ります。
７月 13日には、釧路から『ガバナー公式訪問』がス
タートします。その週の木曜日に『ガバナー公式訪問』
昼例会であります。その前段には、会員の皆さまとガ
バナーが意見交換をする初めての試みも予定しており
ますので、詳細が決まりましたら皆さまにお伝えいた
します。
このようなことを地区に聞いてみたい。地区はどのよ
うな考えでやっているのだろうか、などの話、また聞
きたいことがありましたら私か次年度幹事の佐藤まで
ご一報をいただければ、しっかりと地区へお伝えする
ようにしますので、ぜひよろしくお願いいたします。
　昼食を取ってから最後は『分科会』です。分科会は
７つのテーマに沿って進みました。ちなみに私は第一
分科会に登録をさせていただきました。クラブ会長の
指名について、ＲＩ会長のテーマ、地区活動方針、ＤＥ
Ｉ推進、これは最近地区またＲＩで推進をしている事
業ですけれども。それと会員増強と新クラブ設立、そ
して公共イメージの向上のレクチャーを受けて参りま
した。
詳しくご説明いたしませんけれども、脈々と続いてい
る会長という役職への向き合い方、また昨今テーマに
なっているこのＲＩ・地区・クラブについての課題を
しっかり考えて取り組みなさい、というところでした。
このような流れの『地区協議会』、そして前段の『Ｐ
ＥＴＳ』を経て、私が代表してクラブの活動指針を出
しますけれども、実は私は先月に活動指針ができあ
がっております。次年度の理事会ではそれが通過して
いますので、私自身は何となく答え合わせに行ったよ
うな感覚で、すべてのファンクションを受講させてい
ただいています。
会長としての考えは、近々に皆さまの目に届くと思い
ますので、ぜひご確認いただいて『クラブアセンブ
リー』の時に、いろいろなご意見、またご質問をいた
だければと思っております。
この分科会の最後には、小船井パストガバナーからの
総評として、「大変若いガバナーだ、ぜひ支援してくれ。
応援してくれ。そして育ててくれ」というメッセージ



 

も預かっております。ぜひ地区とクラブが両輪となっ
て上手なロータリー活動ができるように私も頑張って
参りたいと思っております。
　最後になりますけれども、30名の皆さんと旅先で
膝を付き合わせて親睦を深め、交流ができました。やっ
ぱり、いいものだと思います。私にとっては「学ぶ」
という成長の機会をいただいていてことも大変嬉しい
ことです。皆さまと膝を付き合わせて、くだらない会
話の中でも有意義な時間を過ごせたことがとても心に
残っております。
10月には、同じオホーツク・紋別で『地区大会』も
ございます。ぜひ 30名以上、多くのメンバーにご参
加いただき一緒にロータリーを楽しみたいと思いま
す。私も親睦と交流の機会は、これまで以上に多く作っ
ていきたいと思いますので、ぜひ一緒にロータリーの
機会を楽しんで参りましょう。
　私からは、以上です。ありがとうございます。

吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。いま後藤君から
大変丁寧に話してい
ただきました。皆さ
まはだいたい雰囲気
が分かったと思いま
す。私が感じたこと

は、紋別は小さな街で、小さなクラブです。会員は
27名ぐらいですが、その割に、あれだけの『地区協
議会』がつつがなく順調に進んだことは素晴らしいと
思って見ていました。
会員の皆さんが青いジャンパーを着て、中には、お年
寄りの方が杖を突きながらでも何かの仕事をやってい
ました。ひとつの仕事に対して１人か２人しか人の配
属はないですけれども、それでもやっていました。会
場の中でも本当によかったと思います。
髙野さんのお話は会長が話しましたけれども、私が初
めて髙野さんに会った時に「ＲＬＩ」で会議を行い、
あの方がファシリテーターでした。私は初めてＲＬＩ
の講習を受けて、ＲＬＩってこういうもの、素晴らし
いものだ、と思って聞いておりました。国際協議会で
サンディエゴに行った時にも髙野さんに会いました。
あの方はいつもニコニコしていて、ちょっと小太りで
度量の広い人ですよね。懐の広い方と思っていて大変
素晴らしい方だと思います。多分、この先ではＲＩの
理事になられるのではないかと思いました。
いまお話にありましたけれども、小船井さんが第一分
科会で会長。私は第二分科会で幹事の話をしました。
アドバイザーは、いまのガバナーノミニーデジグネー
ト佐渡さんで、司会をやりました。私も佐渡さんと親
しく話をしたのは今回が初めてでしたが、やっぱり優

秀な方という印象を持ちました。
　釧路クラブでは 30名近くが行きました。これは髙
野さんの話もそうですし、最近のＲＩ会長も会員増強
の話よりもクラブ作りを主眼にして話すような傾向が
ありました。その意味では、たくさんの人が出席した
ことは、釧路クラブが「元気があるクラブ」の証拠だ
と思います。
今回、特筆すべきことは、ＪＲの戸川さんがＪＲだけ
れど、旭川までバスで乗り継いで行ったみたいで、来
ていただきまして『くしろナイト』も本当に楽しく交
流されていました。　振り返ってみますと転勤される
方は数年間ですけれど、あまり『地区協議会』『地区
大会』に参加してお会いしたことはありません。「こ
れもロータリーだ」というものもあります。クラブの
例会ではなく、そのようなものの雰囲気もまたロータ
リーで、学ぶことによって楽しさが倍増するのではな
いかと思います。これからも『ＩＭ』もあります。『地
区大会』もあります。周年事業もいろいろあります。
できれば参加していただきまして、楽しんでいただけ
ればと思います。
『地区協議会』『ＩＭ』の昔の『ＩＧＦ』の時は、だい
たい天気は悪かったです。帰る途中に「ここ、思い出
のコンビニだよ」という所がありました。何のことか
と思っていたら、数年前、旭川へ行った時に、帰る途
中に猛吹雪で、ウチのクラブの会員が夏タイヤで来て
いて、「危ないからここに車を置いて行く」と言って
帰ったという勇気ある会員の話を聞いて、そうかここ
だったのかと思いました。私も帰ってくる途中の遠軽・
湧別辺りは雪でした。これがもっと酷かったら、走れ
るかもしれませんけれど危ないということで、そのよ
うな勇断は素晴らしかったと思います。
いろいろな意味で大変楽しい地区協議会だったと思い
ます。ぜひ皆さまもこの楽しさは参加しなければ味わ
えませんので、ぜひ時間が許す限りまた参加していた
だきまして、『くしろナイト』は、釧路で行う夜の例
会の二次会とはまた一味違った楽しさがありますの
で、ぜひまた一緒に行きましょう。
　以上です。ありがとうございました。

八幡　好洋君
　改めまして、八幡
好洋と申します。よ
ろしくお願いいたし
ます。私は昨年入会
をしたばかりで、今
回の『地区協議会』
に参加させていただ

くことも初めてです。そもそも、紋別に伺うことも実
は初めてです。本筋とは少し違いますけれど、釧路に
いると釧路は海が南側にあるので海に日が沈んでいく



 

ことが感覚的にあります。けれども、紋別の街に近く
なってくると右手・東側がオホーツク海なので海が見
えて来ます。夕方に到着すると海の反対側に日が沈ん
でいくので、運転をしていると釧路の感覚と違う方向
に日が沈んでいくことを紋別で初めて感じました。
僕は初めてだったので、どのようなものがあるのか全
く分からない中で前日の懇親会から参加させていただ
きました。多くの先輩が参加されていて、僕のイメー
ジはもうちょっと少ないイメージでいましたから、た
くさんの方にまず驚きました。
さらに懇親会は一次会・二次会とありましたけれども、
凄く盛り上がって皆さんは楽しく食事をされていまし
た。僕のイメージでは、ロータリーには大先輩がたく
さんいますので、もう少しマイルドな感じだと思って
いましたが、本当に皆さんが楽しむ様子を見ていて、
僕も楽しませていただきました。参加させていただけ
てよかったと思いました。
　特に二次会は、「ほるすたいん」という面白い名前
のお店で、行ってみると意外と普通な感じのお店で、
面白い方もいましたし、きれいなお姉さんもいて、楽
しく過ごさせていただきまして本当にあっという間
だったのです。
やはり幹事・副幹事の皆さまが段取りを一生懸命され
ている姿も垣間見えまして、そのような方々の支えが
あっての懇親会なのだと感じさせていただきました。
　翌日の協議会の内容についても初めてだったので、
分からないままお話しを聞かせていただきました。こ
のような機会は講師の孫左衛門さんのお話を目当てに
行ったわけではありませんけれども、いざ行って話を
伺うと、そのような方のお話を聞けて、偶然のきっか
けで参加することによって意図せず学びや気付きが得
られるのだと思いました。ロータリーの学びの機会は、
積極的に参加することで様々なものが得られるのだと
改めて感じました。
　今回初めて参加させていただきましたけれども、次
回以降も機会があればぜひ参加させていただきたいと
思いました。
前日から「明日は寒くて雪が降るらしい」と先輩たち
が言っていて、まさかと思っていましたけれども、い
ざ起きてみたらこの時期にもの凄い大雪で、これも良
い思い出になったと思います。多分、参加者で僕が一
番若かったと思います。いろいろな方に声をかけてい
ただき嬉しかったです。
また、ぜひ参加したいと思います。ありがとうござい
ました。

藤井　敬亮次年度副幹事
　皆さん、こんにちは。藤井です。私がここに立つと
皆さんが顔を向けてくださいます。このような姿・形
をしておりますので、何か面白いことを話すのではな

いかと皆さんも思い
込まれているかもし
れませんけれども、
私はいま心臓がバク
バクして、緊張をし
て何を話せば良いか
悩んでおります。
この『地区協議会に参加して』ですけれども、最初に
率直に感想としては、とても勉強になりました。有意
義でした。このようなロータリーの大きな大会がある
ことを右も左も分からないこの私が体験させていただ
いて、まずはとても勉強になりました。
　『基調講演』の髙野孫左衛門様は 18代ということ
です。私も大成寺の住職８代で、名家ではございませ
ん。釧路ロータリーにも、代々引き継いで、そのプラ
イド・誇りを守っている二代目・三代目の方も多くい
るとお聞きしています。この釧路の伝統と文化の第一
線に立って、集まって釧路のために活動をしてくだ
さっている会に、私も一員として関われていることに
とても感謝いたします。
真面目な話ですけれど、私も運転手として参加させて
いただきました。滝越会長、清水副会長、中島幹事を
車にお乗せして紋別まで参りました。カミングアウト
ではありませんけれど、ここで報告をしなければなり
ません。まずは、ここで壇上からではありますがお詫
びを申し上げます。申し訳ありませんでした。
思い込みって大変なものでして、紋別は私も仕事柄、
年に数回足を運ぶことありますので、ある程度は街の
位置関係を分かっていたつもりですけれども、今回の
宿泊ホテルがセントラルホテルでしたけれども、私の
頭の中では、パシフィックホテルでした。それを混同
したまま現地に到着して、このお三方をセントラルホ
テルではなくパシフィックホテルに降ろしてしまいま
した。誰もそれに気づかず、私は降ろした後でコンビ
ニへ行っていました。
中島幹事からの着信で「ホテルが違うよ」と。「失礼
いたしました。今どちらにいらっしゃいますか」「今
ホテルへ向かって歩いているから」と。お三方はパシ
フィックホテルからセントラルホテルへ向かって歩い
ておりました。
私は慌てて車を回してセントラルホテルへお連れしま
したけれども、本当に皆さまが注目をするほどの人間
ではございません。これからも皆さまのご指示・ご指
導を仰いで人間的にも成長をして参りたいと思ってお
りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　本当に、自分の身になる今回の地区協議会を体験さ
せていただきました。ありがとうございました。

佐藤　貴之次年度幹事
　続きまして、最後の締めでございます。私からご報



 

告させていただきます。
私は、今回、幹事予定者として参加したわけでありま
すが、今回はホテルの手配、「くしろナイト」の手配、
二次会の手配等を副幹事のお二人と一緒にさせていた
だきました。多分、この時期の幹事には、あるあるな
のかと思いますが、今回は地区との連携がなかなかう
まくできなかったことが反省点だと思っております。
皆さまには、不手際から会場でもバタバタしていたり、
雪が降る情報を事前に分かっていたのに駐車場の案内
がスムーズにいかなかったり等、反省点は結構ござい
ました。次回の地区大会までにはうまく回るように考
えをまとめて、作戦を立てたいと思っております。
　今回は、天候の悪い中を参加していただきまして感
謝しております。今回、夏タイヤの方が３名いらっしゃ
いました。本当に日曜日は大丈夫かと思って、後ろに
いた浅川さんには「本当に帰っていいですよ」とお伝
えしましたけれども「いや、いいよ」とお昼過ぎまで
いていただきました。
紋別は、帯広や北見と違って、交通の便やお店の便が
大きな街とは違い、大変なところが多いのに、あえて
来ていただいたことには幹事として本当に感謝しかな
いと思っております。次回、私がそのような立場になっ

ていた時は、先輩にお世話になったことを引き継いで
いかなければいけないという思いを感じておりまし
た。
今回、少し良かった点としては、７分区の幹事さんた
ちと連携を取りまして、他のクラブは北見に泊まるク
ラブが多かったですけれども、事前に私たちは副幹事
と一緒に会場の下見、駐車場の下見などをしていまし
たので、その情報を各クラブの幹事に流しました。そ
うしたら日曜日のいざ本番になったら、北クラブなど
には先に椅子に「釧路北」と貼られていたりして、教
えたこっちが遅くなって失敗した面もありました。次
回は先に乗り込んで、北クラブさんの分も作って北ク
ラブさんは前に置いてあげようかと作戦を立てており
ます。
まず、そのようなことで、紋別の『地区協議会』をな
んとか無事に事故もなく成功させていただきました。
本当に感謝しております。
次回は、10月７・８・９日の３連休に『地区大会』
があります。そこも皆さま、ぜひ予定を空けて参加し
ていただきたいと思っております。
この度は、本当にありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■船木　　博君 　3回目の四国遍路し、無事結願して参りました。
今年度累計　　366,000 円　　


